
茨城県立緑岡高等学校 卒業生人材バンク制度について 

 

 

１．制度設立の背景 

学校では、生徒進路の多様化、将来不安の増大、キャリア教育の重要性の高まり、探究活

動の高度化等により、「実体験に基づく進路支援体制」の構築が必要となっている。このため、

多方面で活躍している卒業生から講話等の形式で情報を得ることにより進路上の諸課題を解

決する目的として本制度を導入する。 

２．制度の目的 

（1）進路ミスマッチの防止 

（2）キャリア教育の充実 

（3）探究・課題研究の支援 

（4）社会観・職業観の育成 

（5）学校・同窓会の連携強化 

３．人材バンクの主な活用方法 

（1）進路講話・講演会 

（2）分野別進路相談会 

（3）個別相談 

（4）探究活動支援 

（5）職場理解・職業理解支援 

４．対象生徒 

主に 2 年生・3 年生 （学校主体で実施） 

５．運営体制 

卒業生人材バンクデータの収集編成は、同窓会（緑朋会）事務局と学校側双方協議のうえ

行うこととする。 

人材バンク登録者の分類は、当分の間「学術、芸術、芸能、その他」の４分類とする。 

６．学校の遵守事項 

・生徒への周知・動機付け 

・事前指導・事後指導の徹底 

・個人情報管理の遵守 

 


